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S02a 電波銀河NGC6251のVLBI観測
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私たちはAGNの電波ジェットの形成機構を探るため、NGC6251のVLBI観測を行なった。1998年 6月にVLBA
で 15GHz、5月にVLBAにVSOPを加えて 5GHzの周波数で観測した。それぞれで 1masを切る空間分解能が
得られ、過去の観測と比べコアに非常に近い部分（＜ 20mas)の詳細な構造を分解することができた。その結果、
コアから約 2mas, 5mas, 及び 7masの距離に連なる knotsの存在が確認された。これはNGC6251までの距離を
88Mpcとすると、それぞれ 0.9pc, 2.2pc, 及び 3.0pcに相当する。これらの knotsは今までの VLBI観測の分解
能・感度では検出されていなかったものである。また、2つの観測を同じビームサイズで比較して、spectral index
などを求める。これらの結果と従来の VLBI観測の結果をもとに、NGC6251の電波ジェットの物理的性質につ
いて議論する。


